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事前申込 要
申込方法は裏面です

先着順
定員 200 名

会員
（先行受付）

２０１9 年９月 1日～
一般

　２０１９年９月１０日～　　
非会員の方も会員申込をしていただければ、

先行受付で参加申込ができます。
　https://www.psy-jinken-osaka.org/support/member/

～本来求められるべき権利擁護システムの構築に向けて～
海外の制度から日本の精神医療を考える

お子様と
ご一緒の参加

歓迎
講演会や研修へのお子様とご一緒の
参加が増えていて、 にぎやかな雰囲
気が他の参加者の方にも好評です。

参加費

　主催　認定ＮＰＯ法人　大阪精神医療人権センター

5階

　当センターでは、安心してか
かれる精神医療の実現を目指し
て、入院中の方への個別相談活
動（電話、手紙、面会）や病院訪
問活動に取り組んできました。今
回のシンポジウムは、海外（イギ
リス、フランス、カリフォルニア）の
制度や状況を知ることにより、
日本の精神医療の課題解決に役
立たせるために企画しました。
それぞれの立場を超えて、海外
の制度から日本の精神医療の現
状を一緒に考えてみませんか？



南館
南ホール

認定NPO法人

※お申込みをもって受付とさせていただき、参加票等の発行は致しません。定員を超える場合はご連絡させていただきます。

１１／１６記念シンポジウム　海外の制度から日本の精神医療を考える
～本来求められるべき権利擁護システムの構築に向けて～

認定ＮＰＯ法人大阪精神医療人権センターの
ホームページにある「シンポジウム申込み」
からお申込みください。
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参加する / 参加しない １７:１５～１９:００頃／参加費４０００円・当事者３０００円　
会場近くの居酒屋で開催予定です。
＊キャンセルの場合はキャンセル費用が発生しますので、ご了承ください。

懇親会 (会費制 )
定員３０名、先着順・事前申込制

FAX 番号又はメールアドレス

希望する　／　希望しない　／　受け取っている

第１部
 大阪精神医療人権センターの取り組みと

 「精神科アドボケイト（権利擁護者）の活動指針案・事業モデル案 」

原 昌平さん （精神保健福祉士／大阪府立大学・立命館大学客員研究員）

第２部 海外の法制度を知る

■イギリスにおけるアドボケイト、権利擁護の仕組み
イギリスでの例をあげ、それらは日本においても必要なものか、日本でどうするのか？と
いう議論に結びつけられるような情報提供を心がけたいと思っています。

浜島 恭子さん（特定非営利活動法人DPI日本会議事務局員／明治学院大学非常勤講師）

摂食障害回復者。日産自動車（株）、Cannon Marketing　Thai land.Co.Ltd.、きょうされん、
全家連を経て現職。2008-2012 年英国に滞在、SOAP(Speak OutAgainst Psychiatry) に参加。
意見を聴かれる権利の支援手法の 1 つがアドボカシーと理解しています。

■フランスにおける強制入院制度～日本の強制入院制度と比較して～
フランスにおける精神障害者の強制入院の要件は日本よりも厳格だ。また裁判官による事
後の審査制度もある。フランスの制度と比しても日本の強制入院制度はあまりにルーズで
ある。

石埼 学さん （龍谷大学法学部教授）
立命館大学大学院、亜細亜大学准教授を経て、2010 年から龍谷大学教授（憲法学）。著書に、『人
権の変遷』（日本評論社、2007 年）、『いま　日本国憲法は（第 6 版）』（共編著、法律文化社、
2018 年）など。

■カリフォルニアにおけるアドボケイト、権利擁護の仕組み

竹端 寛さん （兵庫県立大学環境人間学部准教授／権利擁護システム研究会コーディネーター）

第３部 意見交換

第４部 パネルディスカッション・質疑応答

コーディネーター竹端 寛さん・細井 大輔さん（当センター理事・弁護士）

5階


